
新たな社会文化 手記遺産をご紹介

手記遺産　　
　誰もが歴史の１ページ、令和から未来へ繋ぐ「知の」継承

〈目的〉
　誰一人同じが無い唯一無二「人の生きた証こそが未来遺産」として、
　歴史を刻んだ一人ひとりの人生の想い、経験、知恵を
　形ある、「手記遺産」として正式に認定し登録して、子供や孫、
　次世代の未来へ繋ぐしくみ。

〈種類〉
　①特集（テーマ）手記（災害など社会性、公共性が高いもの）
　　災害関連手記、闘病手記、余命宣告手記、チャレンジ手記など
　　塞翁が馬（大どんでん返し）、バブルの話・・・
　②一般手記　未来へ遺したい個々人の生涯の記録、随想・・・

〈サービスの展開〉 「知」の継承、新たな社会文化として
　①生涯３回手記遺産まとめ：３０歳、５５歳、７５歳
　②子や孫が父母、祖父母の物語を聞書き作成なども推奨
　③シニアの活性化、身体そして心のケア
　　老人ホーム、介護施設、訪問介護での展開
　④社会性、公共性の高いテーマ特集で知の継承
　⑤手記遺産ライターの組織化、出版支援

〈審査〉公序良俗、実名誹謗中傷などある程度の基準あり

〈閲覧〉原則一般公開（ｘLife会員以外でも可）

〈年間アワード開催〉（協賛会社募集）
　①年間総合大賞　　
　②テーマ部門賞（災害、生涯、介護、挑戦・・）

〈将来〉　
　①システム化の充実：ジャンル分け、検索、審査
　②生成ＡＩへ学習させ、生き方や災害支援に

100 夢やテーマ追及で
の書き物を手記遺産に
コピーペーストしての記
述も可能

公開申請

記述

会員登録はスマホから
記述はスマホ、PCの
どちらでも対応



手記遺産の一般公開

xLife
会員画面

モデル会員証に自由に
アクセスして機能をお試し

一般会員登録
https://www.xlife.jp/ 手記遺産アワード　　

手記遺産の普及、質の向上、知名度アップなどを目指し
て、公式登録しエントリーされた手記遺産の中から優秀な
作品を表彰する制度。
特集手記遺産を対象とした複数の部門賞と、すべてを対
象とした最優秀賞があります。

〈表彰〉
●テーマ部門賞（候補）部門大賞1点、入賞数点
①「東日本大震災を繋ぐ」
②「災害を繋ぐ」
③「シニア100夢の達成」
④「一般チャレンジ」
⑤「余命宣告を生きる」
⑥「死からの生還」
⑦「過疎に生きる」
⑧「塞翁が馬（大どんでん返し）」
⑨「バブル時代の思い出」
⑩「障がい者と生きる」
⑪「ペット、動植物と私」
⑫「祖父母、父母を知る」
⑬「共働きワークバランス」
●総合大賞
全ての手記遺産の中から優秀な作品を選定
　①最優秀：平安金子賞　１点
　②優秀賞：鎌倉XX賞　２点
　③入賞　：室町YY賞　数点

●応募期間　１月１日～１２月３１日
●審査期間　翌年１月～２月
●発表　表彰式・懇親会　３月
●スポンサー
①主催　ライフDX推進協会、他２社のメインスポンサー
②部門協賛　部門賞ごとに１社のスポンサー
③一般協賛　各種法人/団体
④マスコミ、メディア、出版社協賛
⑤官庁、自治体協賛

90歳代の父の人生を子が
ヒアリングして孫、ひ孫へと
未来へ繋ぐ



手記遺産の操作
一般社団法人ライフＤＸ推進協会ホームページ
https://www.lifedx-ea.com 手記遺産の構成案　　

１．タイトル
　　自分流の想いを込めた題名　「ｘｘｘ私の生涯」
２．要約
　　概略内容、書き始めた理由、感謝など
３．本文
　★個人、家族、仕事、社会の活動の中で書き留めたいこと、
　　貴重な経験、想い、出会いなどをエピソードとして区切って
　　時系列に書き留める。
　　　・小タイトル　
　　　・文章　
　　　・写真
　★エピソードごとに過去のどの年月日に記入かを決める
　★大きい出来事は同じ日に複数の小テーマも可能
　①出生、幼少期、家族構成など
　②小学時代、家族の話（父母、祖父母）
　③中学、高校時代
　④（大学時代）
　⑤大事なテーマを年代を追って記述
　　　・仕事の選択、エピソード
　　　・家族、結婚、子供、孫、、、
　　　・趣味や病気
　　　・夢追求
　　　・忘れられない思い出
　　　・出会い
　　　・決断
　　　・失敗、成功
　⑥感謝のことば
　　　名前をあげても、イニシャルでも、個人、団体や法人など
　　　へ感謝のことば
 　⑦未来へ繋ぐメッセージ
　　　自分なりの未来への想い
　 ⑧繋ぐ公開写真集
　

手記遺産の作成
本人、子や孫が父母・祖父母の代筆

直接記帳

複写記帳ワープロ等で作成

テキスト変換 複写記帳音声入力

ライター

手記遺産

アイコンクリックで操作方法
がわかります



デジタルマイ終活
大切な人へラストメッセージ事前策定 / 関係者へ通知

家系図繋がりで数百年の未来
からもお参りが可能

デジタル墓標
ー自分で自分らしく生前建立ー

自分に届いた
ラストメッセージ


